
原著

皮

膚

逼

宿三争
時主

抵

抗
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序

言

第
一
編
皮
膚
通
電
抵
抗
就
中
其
の
基
本
的
研
究

第

一

章

緒

言

第

二

章

測

定

器

第
一
項
実
験
用
皮
膚
通
電
測
定
探

第
二
項
臨
床
用
皮
膚
通
電
測
定
器
パ

川
良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

.ω
良
導
絡
探
索
装
置

ω
良
導
点
探
索
装
置

第
三
章
メ
チ
レ
ン
背
皮
府
電
流
輸
送
法
に
関
す
る
研
究

第
四
章
自
律
神
経
剤
注
射
D
皮
膚
通
電
抵
抗
に
及
ぼ
す
影
響

第
五
章
皮
膚
通
電
抵
抗
と
庄
痛
及
び
電
流
痛
に
関
す
る
研
究

第
六
章
施
灸
後
十
分
時
皮
膚
C
諸
点
に
於
け
る
通
電
抵
抗
の
変
化

第
・
七
章
電
圧
の
変
化
に
よ
る
皮
膚
通
電
電
流
量
の
変
化

第
八
章
置
織
に
よ
る
皮
膚
通
電
低
抗
の
変
化

第
九
章
不
感
蒸
池
と
皮
膚
通
電
抵
抗
s

第

十

章

総

括

と

結

論

第
二
編
良
導
絡
に
関
す
る
研
究

第

一

章

緒

言

第
=
章
良
導
絡
む
形
態
に
関
す
る
研
究

其
の
一
良
導
絡
の
形
態

其
の
こ
腰
部
、
手
掌
及
び
顔
面
の
通
電
抵
抗
の
一
例

、‘、、
<-

尽

其
の
三
三
叉
神
経
痛
の
分
椋

其
の
四
背
部
の
通
常
抵
抗

其
の
五
良
導
絡
に
於
け
る
プ
ロ
カ
イ
ン
注
射
の
影
響

其
の
六
打
撲
に
よ
る
可
。
良
導
絡
の
変
動

第
三
軍
良
導
絡
と
内
臓
と
の
関
係

第
四
章
代
表
良
導
点
に
関
す
る
研
究

第
五
章
皮
膚
通
電
、
通
過
程
流
量
の
比
毅
に
関
す
る
研
究

第
六
寧
日
常
生
活
が
良
導
絡
に
及
ぽ
す
影
響

第
七
章
同
一
良
導
絡
上
の
各
良
導
点
刺
激
が
そ
の
各
々
の

良
導
点
に
及
ぼ
す
影
響

同
一
良
導
絡
上
の
諸
良
導
点
に
対
す
る
刺
激
が
他

の
良
導
絡
に
及
ぼ
す
影
縛
諸

五
伝
導
方
向
に
関
す
る
研
究

五
伝
導
方
向
と
興
鷲
級
抑
制
綿
に
関
す
る
研
究

六
部
定
位
の
通
常
抵
抗
に
関
す
る
研
究

左
右
良
導
絡
の
相
関
関
係

表
袋
良
導
絡
の
相
関
関
係

良
導
絡
の
興
奮
点
及
び
抑
制
点
の
研
究

刺
激
の
積
類
及
び
査
と
そ
の
良
導
絡
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究

全
良
導
絡
調
整
と
そ
め
分
析
伝
聞
す
る
研
究

反
応
良
導
点
に
関
す
る
研
究

総
括
及
び
結
論

文

献

良

導

大

生第

八

章

第

九

章

第

十

章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
三
章

第
十
四
章

第
十
五
章

第
十
六
章

第
十
七
章

第
十
八
章

参

考

、、

-. 
絡

ltミ〉

理

中

義

雄

谷'

. . 



第
十
一
章

六
部
定
位
の
遁
篭
抵
抗
に
関
す
る
研
究
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第

一

項

緒

言

漢
方
医
学
の
診
察
法
日
四
診
法
と
い
う
C
が
あ
る
。
そ
れ
は
望
、
閥
、
問
、
切
、

と
よ
ば
れ
、
望
と
は
近
代
医
学
D
視
診
の
こ
と
で
、
聞
と
は
、
患
者
の
音
声
、
咳
歎

仔
阪
、
吃
逝
、
妄
語
、
狂
垣
間
A

暖
気
、
腹
中
、
・
雷
鳴
等
を
聴
い
て
診
察
す
る
と
'
と
で

あ
る
。
問
と
は
患
者
或
は
側
人
に
疾
患
む
様
ヂ
を
問
う
診
察
法
で
あ
る
o

切
と
は
診

者
。
手
を
以
っ
て
患
者
に
直
猿
縞
れ
て
診
察
す
る
方
法
で
、
之
に
ば
除
診
、
腹
診
と

切
経
の
三
方
法
が
あ
る
。
六
部
定
位
と
は
脈
診
を
行
う
部
位
で
、
経
絡
治
療
に
は
肱

.
診
は
霊
要
な
診
察
で
あ
る
。
索
開
で
は
三
部
九
候
で
肱
診
を
行
い
、
十
四
経
絡
発
揮

で
は
人
迎
、
気
口
の
除
、
難
経
で
は
三
部
九
候
ハ
六
部
定
位
。
除
と
も
調
う
)
此
の

+
刀
法
は
難
経
に
於

τ始
め
℃
記
載
さ
れ
た
も
の
で
バ
そ
の
後
の
銭
灸
家
は
ζ

の
方
法

に
よ
っ
て
・
行
っ
て
来
た
。
左
右
の
手
に
3
本
づ
っ
診
者
の
指
を
あ

τ、
.
左
右
6
ク
所

で
浮
、
中
、
.
沈
の
三
除
を
診
る
方
法
で
あ
る
。

・
六
部
定
位
の
6
部
位
は
左
右
の
国
H
a
国
立
出
も
に
相
当
し

τ
い
る
。
除
状
は
浮
、
主

洪
、
沈
、
牢
、
弦
、
虚
、
軟
、
実
、
徹
、
弱
.
伏
.
1

細
、
浦
、
数
)
緊
、
滑
、
促
、

遅
、
緩
、
動
、
短
、
長
、
代
.
結
、
散
に
分
け
ら
れ
て
居
り
.
近
代
医
学
む
激
'
へ
る

脈
勝
。
性
状
よ
り
も
詳
な
り
と
云
ひ
得
る
。

-

e

左
回
忌
は
左
寸
口
と
謂
は
れ
、
心
臓
、
小
腸
の
虚
実
を
み
る
。

左
国
立
は
左
関
上
と
謂
は
れ
、
肝
臓
、
胆
嚢
の
虚
実
を
み
る
。
.
』

左
固
な
は
ぎ
尺
中
と
謂
は
れ
、
腎
臓
‘
防
防
脱
の
虚
実
を
み
る
。

右
回
も
は
右
寸
口
と
調
は
れ
、
防
隊
、
大
腸
の
虚
実
を
み
る
。

右
国
立
は
右
関
上
と
謂
は
れ
‘
醇
臓
、
胃
の
虚
実
を
み
る
。

右
回
も
は
右
尺
中
と
調
は
れ
、
心
包
爪
血
管
〉
三
焦
ハ
淋
巴
管
〉
の
虚
実
を
み
る
処

と
さ
れ

τ.い
る
。
左
寸
ロ
を
A
、
左
関
上
主
B
、
左
尺
中
を

o
、
右
寸
ロ
を
D
、
右

関
上
を
E
、
右
、
尺
中
を
F
と
し
た
。
そ
の

A
、
B
、

c、
D
、
E
、
F
、
で
通
電
抵

抗
を
測
定
し
た
理
由
は
、
接
骨
動
脈
の
非
常
に
間
隔
の
少
さ
・
い
所
で
五
臓
-
ハ
一
蹄
の
虚

実
を
知
る
乙
と
が
実
際
に
出
来
る
と
す
れ
ば
。
そ
れ
は
、
そ
の
部
分
だ
け
の
除
の
感

一
じ
が
変
兆
し
な
抄
れ
ば
な
ら
な
い
。
除
数
が
変
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
そ
の
他

の
性
状
が
変
化
す
る
と
す
れ
ば
、
除
の
緊
張
度
や
そ
の
他
の
性
状
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
自
律
神
経
の
血
管
運
動
神
経
に
最
も
統
援
な
関
係
が
あ
る
と
思
は
れ

そ
の
変
化
は
動
脈
の
す
ぐ
上
に
あ
る
皮
腐
の
通
低
抵
抗
に
関
係
す
る
可
能
性
W
充
分

じ
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
綾
な
推
定
の
も
と
に
、
六
部
定
位
、

A
、
B
、

c、
D
.
E

e
F
、
点
で
通
電
抵
抗
を
測
定
し
、
出
回
(
肺
)
、
司
H

ハ
牌
.
)
、
出
ロ
(
心
〉
、
匂
山
由
〈
腎

〉
、
出
ω
(
心
包
〉
、
国
旬
、
肝
)
良
導
絡
上
の
良
導
点
を
刺
激
心
て
、
ど
の
良
導
絡
と
六
部

定
位
と
が
最
も
関
係
が
深
い
か
を
し
ら
べ
に
。
叉

5
c名
の
患
者
の
症
状
と
六
部
定

位
の
通
電
抵
抗
と
の
関
係
に
つ
い
て
し
ら
べ
た
。

第

二

現

実

験

--

-ω
実
験
資
料

第
一
実
験
実
験
例
1
、
2
、
中

O
議

o

m才
男
性
・
健
康
趨

実
験
例
3
、
4
、
中

O
千
O
子

ね

才

女

性

健

康

恒

実
験
例
5
、
6
、
中

O
広
O

U

才

女

性

健

康

鑓

第
二
実
験

・
患
者
S

C

名

第
三
実
験
患
者

E
C名

ω
実
験
装
置

'
第
一
実
験
実
験
用
測
定
装
置

第
二
実
験
良
導
点
篭
流
量
測
定
装
置

第
三
実
験
良
導
点
電
流
量
測
定
装
置
-

j
ω
実
験
方
法
、

第
占
実
験
六
部
定
位
即
ち
左
右
の
回
も
・
回
二
・
回
忌
・
に
銀
板
を
固
定
し
、

回
ユ
・
司
凶
・
…

r
z
b・
吋
日
H
H
f

出
M
J匂
同

叶

ω
-
-
K
米
粒
大
各
一
壮
施
灸
刺
激
を
奥
え

そ
の
都
度
、
刺
激
直
前
と
刺
激
直
後
の
通
電

μ
A
盤
の
差
を
求
め
た
ロ
そ
し
て
、

国
Z
を
刺
激
し
た
場
合
、
六
部
定
位
の
ど
の
部
位
に
6
例
の
平
均
が
最
も
影
響
し
て

い
る
か
司
忌
を
刺
激
し
た
場
合
、
最
も
関
係
に
深
い
'
も
の
を
求
め
た
。

以
下
同
じ
。

第
二
実
験
患
者
戸
C
C
名
の
左
右
出
回
旬
、
回
忌
-

E
】・♂
の
通
電
抵
抗
を
測
定
し

そ
の
6
部
位
の
内

μ
A
量
の
特
に
多
い
も
の
2
つ
を
選
び
患
者
の
主
訴
を
記
録
し
た



第
三
実
験
問
唱
者

E
。
名
の
内
.
男
性
句
名
、
女
性
村
名
、
男
女
K
分
げ
、

通
過
也
前
設
を
測
定
し
、
合
計
平
均
し
た
.

川

実
験
庶
級
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G
例
の
膨
響〆

会~担"週E』1舎a・a .'" 1.肝 キJ 時 .~ ば ι
開 4仇
A 8 C D E F 

f静)H.6 •••• ..。•• -・..••• o -・00. 
"f1. F，3 00 .。.0。.。..'" ・'".。
!.~.) H]2 。o 1. 。。 。。 .. • 
I ~) FJII • '00。 。. 
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{早川 F，I .000 戸竺_0010 。

0印は二番目に強〈膨響したもの

ι第 66表

~ 

-臼はfi;lも強〈影響した

第
二
実
験
成
績

。
症
状
を
主
と
し
た
場
合
.

一m虫
、
D
5
例
、
A
、
E
、
各
8
例
、
B
、

o、
F
、
各
l
例。

m部
フ
ル
ン
ケ

ル
.

A
、
D
各

l
例
。

般
公
.
A
4
例、

C
3
例
.
B
、
D
、
F
、
各
2
例
。

惰
気
、

F
6
例
、
A、

B
、

c、
D
、
E
、
佐官
2
例。

顕
の

ιり
、
G
6
例
、
A
・
F
・
各
8
倒
、
E
、
B
、
D
、
各
3
例・

頭
痛
、
A
.
B
、
口
、
D
、
各
5
例。

明
喉
術
.
F
9
例
、
E
唱
例
、

D
F
各
S
例
。

A
.
B
各
2
例
、
C
1
例。

府
の

E
り
、
B
、

c、
F
各
2
倒
、
A
、
D
、

E
?
各
1
例。

盤
上
、
A
・
D
・
各
1
例。

口
潟
、

A
、

μ
、
各
1
例
点

咽
喉
乾
燥
、
D
、
0
.
E
、
F
、
各
1
例
。

悪
感
、
C
2
例
、
E
、
F
、
各
!
例。

都
汁
分
泌
羽
加
、
A
.
D
各
1
例。

m閥、
E
、
F
、
各
4
例、

λ
、
B
、

c.
D、
各
2
例
。
一

ヂザ~ヲ
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咳
敗
、

E

5
例、

E
4
例
.
A
、
B
、

c、
D
、
各
3
例
。

使
、
D
5
例
、
A
4
例、

F
S
例
、
B
、
E
、
各
2
例
、
G
I
例。

胸
苦
・
E
2
例
・
B
F
各
l
例固

胸
痛
.
F
8
例
、
B
S
倒
、
C
4
例
、

A
、
D
、
E
、
各
i
例。

胃
焔
・

F
5
例、

E
4
例
、
A
、
B
、
D
、
各
2
例
、
C

1
例。

肋
則
市
川
、

A
、
D
.
各
l
例。

l
A

同
部
膨
満
感
、

R
S
例
、
0
2
例
、
B
、
D
、
E
、
各
1
例。

版
制
、

E
、
F
、
各
1
例。

胃
部
修
積
感
・
E
S
例
、
A
2
例
-
B
・

c、
D
、
F
、
各
1
例。

担。

2
M
G
1
ミ
・
官
、
A
-
D
、
各
7
例、

B
、
F
、
各
6
例、

c
s
M・
E
2
例

食
慾
不
進
.
D
7
例、

F
6
例、

A
5
例
.
B
.
c
J
E
、
各
2
例
u

拙
沼
田
“
以
上
、

'
F
t
例
、
口
5
例、

D
、
E
.
4
例
、
B
2
例
。

，

倦
怠
感
、
F
U
例
、
D
H
例
、

A
、

c、
各
自
例
、
E
S
例
、
B
5
例。

腰
痛
、

c、
F
、
各
2
例
、
A
、
D
、
E
、
各
l
例。

下
痢
、
B
、
F
、
各
7
例
、
D
、
E
・
各
5
例
、

c
s例
、
A
2
例
。

肋
闘
病
、

C
6
例
、
F
4
例
、
B
、
E
、
各
l
例
u

中
耳
炎
、

c
‘
F
.
各
l
例。

山
静
脈
疹
、

G
、
F
、
各
2
倒。

時
同
部
筒
、

o
t例
、
B
.
F
、
各
2
例
。

勝
腕
時
間
、

c、
F
、
1
例。

@
測
定
部
位
を
主
托
し
た
場
合
。

測
定
部
位
の
μ
A
髭
の
多
い
も
の
に
対
し
て
最
も
よ
く
現
は
れ
た
症
状
。

A
、
(
然
臼
4

日。
l
ミ
ヨ
)

7
例
.

A

，陰
金
)

4
例。

B
.

ハ
下
痢
〉

7
例。

c、
(
頚
の
乙
り
〉

6
例
ハ
肋
閥
痛
〉

5
例
.

〈
背
部
部
)

3
例。

D
、
(
凱
a
G
4
u
。
1
2
臼
J

7

例
・

(
食
慾
不
逃
)
7
例
・
(
頭
重
〉
品
例
、

(茨

〉
S
例。

・

E
、

(
咳
歎
)
行
例
.
(
却
問
問
)

4
例
、
ハ
同
膨
満
感
)

3
例。

F
.
ハ
倦
怠
感

u
m例
.
ハ
咽
喉
痛
υ

9
例
.

ハ
胸
痛
)

S
例、

(獄。

E
。
以
上
)

ハ惰
気
)

6
例

(
白
筋
U

5
例

ハ血抑閉
}

4

t

例

7
例
、
(
下
痢
)

7
例
、

何
回
膨
総
感
)
3
例。

第
三
実
験
成
綴

〔
男
性
山
部
名
の

μλ
霊
平
均
値

A
、
ω

μ

A

B

.
ω
μ
A

E
、

M

M

μ

A

F
、
回

μ
A

〔
女
性
〕
村
名
の

μ
A
盛
平
均
値

A
、
制

μ

A

B

、
内

μ
A

E
、
何

μ

A

F

、

H
C
C
μ
A

第

三

項

考

技

第
一
実
験
K
就
い
て

例
ー
で
は
Z
E

K
米
総
大
施
灸

一ー壮
を
行
う
と
、
そ
の
直
後
で
は
、

B
、
D
で
9
μ

A
・C
で
8
μ
A
変
化
し
た
。
乙
の
場
合
・

B
と
D
は
・
印
と
し
・

ι例
の
統
計
を
行

っ
た
。
回
忌
の
列
で
A
の
S
K
は
O
印
を
つ
け
ず
、
F
の
を
に

O
を
つ
け
た
の
は
.

A
の
縦
の
列
で
は

】ニ
ゴ
の
8
の
変
化
、
E

M
d

の
6
の
変
刊

t
他
の
刺
激
で
強
く
反

応
L
て
い
る
の
で
、
ヱ
巴
の

5
を
強
い
変
化
と
は
認
め
な
か
っ
た
。

F
の
設
の
列
で

は
町
ω
己
の
7
が
最
高
の
変
化
壱
示
じ
・
次
は
、

zuι
の
佐
、

zoの
4
に
な
る
の
で

Z
H
ロ
の
4
1

e

t

強
い
反
応
と
認
め
い
ん
。

μ
A
訟
比
般
の
問
題
を
湾
え
に
入
れ
て
、
統
計

し
た
。

乙
の
抑
制
な
考
え
を
い
れ
な
い
で
統
計
し
て
も
良
〈
似
た
紡
泉
を
示
し
た
。

ι

の
際
民
レ
て
統
討
さ
れ
に
結
県
か
ら
み
る
と
、
E
H
C
を
刺
敵
す
る
と
、
A
、
B
・

c

D
、
R
、
F
の
内
、

D
に
最
も
多
く
反
応
を
現
は
し
て
い
る
。
巴
】FR"
は
肺
良
導
絡
で

ゐ
り
、

D
は
古
典
で
肺
の
虚
実
を
み
る
脈
診
部
位
で
ゐ
る
3

吋
忠
告
刺
放
す
る
と
.

E
が
最
も
多
く
反
応
し
て
い
る
。
可
も
は
碑
良
導
絡
で
あ
り
、

E
は
古
典
で
碑
の
虚

実
を
み
る
脹
診
部
位
で
あ
る
。
ヱ
む
の
刺
激
は
古
典
と
は
畏
り
、
同
時
の
虚
実
を
み
る

E
に
最
も
多
〈
反
応
し
て
い
る
。
古
典
で
は
Z

G

(

心
)
良
導
絡
に
ゐ
た
る
心
経
は

君
主
で
あ
り
、
刺
激
は
そ
の
臣
で
ゐ
る
心
包
経
を
用
い
る
と
あ
る
。
第
九
章
、
五
伝

導
方
向
に
関
す
る
研
気
の
成
績
を
み
る
と
、
『
?

?
def
刺
激
す
る
と
・
2
F

回
日
よ
り
、
司
V
-
2
-
の
方
に
強
〈
作
用
し
、
目
u-

ス
ロ
と
ヱ
守

Z
F
を
刺
激
す

る
作
、

司
了

町
a
の
に
は
.
前
者
の
方
が
阿
国
〈
作
用
し
て
い
る
“

ζ

れ
は
古
典
の
考

C
、
ω
μ
A

D
、
一日

μ
A

c
i
m
μ
A
 

心
、
口

μ
A
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『
.
，
え
に
・
相
似
的
で
あ
る
。
ゾ
民
?
民
ら
は
測
定
に
適
し
‘
出
M
Y

同
ω
ば
刺
激
.
に
適
す
る

-c

-
考
え
ら
れ
る
J
H
J
H
M

を
刺
激
す
る
と

C
が
最
も
多
く
反
応
を
示
し
て
い
る
。
出
も
を

刺
滅
す
る
と
F
が
最
色
多
く
反
応
を
示
し
て
い
る
。
同
止
を
刺
激
す
る
と

A
.
B
が

最
も
多
く
反
応
を
示
し
て
い
る
。
以
上
で
大
体
、
古
典
に
謂
う
脈
診
部
位
と
、
刺
激

部
位
の
属
す
る
良
導
絡
に
最
も
関
係
深
い
臓
器
名
と
が
一
致
す
る
と
と
が
多
レ
乙
と

が
わ
か
る
。
随
っ
て
以
上
の
成
績
よ
り
み
る
時
は
、
脈
診
部
位
ど
臓
器
と
の
関
係
は

荒
唐
無
稽
と
は
謂
え
な
い
所
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

A
は
心

J
B
は
肝
、

C
は

.腎、

D
は
肺
、

E
は
牌
と
偲
定
し
て
、
肝
、
心
.
陣
、
肺
、
腎
、
肝
の
左
ま
わ
り
の

五
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
以
上
の
成
績
を
、
例
ー
で
は
回
忌
か
ら
は
心
に
は

υ
μ
A

.
肝
に
は

9
μ
A
、
腎
に
は
8
μ
A
P
肺
に
は

H
V
μ
A
、
陣
に
は

2
μ
A
と
謂
う
様
に
・

記
入
し
て
行
き
‘
各
例
で
、
そ
の
伝
わ
り
方
の
強
い
方
向
の
み
を
示
す
と
、
五
伝
導

方
向
と
相
似
形
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
様
に
色
々
の
面
に
五
伝
導
方
向
が
現
は
れ
る
乙

と
は
。
身
体
に
五
伝
導
方
向
的
な
一
つ
の
法
則
性
が
あ
る
乙
と
が
窺
へ
る
の
で
あ
る

ま
い
か
と
考
察
さ
れ
る
。
.

第
二
実
験
に
就
い
て
。

A
V
症

状

を

主

と

し

た

場

合

、

・

・

.

頭
重
で
は

D
が
最
も
多
〈
現
は
れ
て
い
る
。

D
は
肺
ハ
同
じ
大
腸
(
出
。
〉
良
導
絡

に
関
係
深
い
所
と
解
さ
れ
る
。
出
。
良
導
絡
は
瀬
額
に
行
っ
て
い
る
の
で
頭
重
に
関

係

が

あ

る

と

考

え

う

る

。

〆

鼻
部
フ
ル
ン
ケ
ル
で
は

A
、
D
各
1
例
で
あ
る
が
、
A
は
出
?
国
伊
良
導
絡
で
出
・
-
は

鼻
に
行
つ
て
な
り
、

D
の
出
。
も
臨
併
に
行
っ
て
い
る
0

・

肢
量
、

.A
は
国
デ
回
目
で
国
ω
は
心
臓
に
関
係
深
い
・
。
心
臓
と
政
金
と
は
叉
関
係
が

深
い
。

頚
の
乙
仇
J
o
C
は
『
?
司
凶
で
匂
同
は
肩
か
ら
頚
、
に
行
っ
て
・
い
る
。
乙
の
様
託
考
察

す
る
と
大
休
説
明
が
つ
く

0
1
れ
は
単
な
る
考
察
で
あ
っ
て
、
勿
論
乙
の
関
係
を
積

極
的
に
詮
明
す
る
も
の
と
で
は
別
に
な
い
が
、
斯
く
考
え
る
乙
と
の
妥
当
性
・
を
想
ム

も
の
・
で
為
る
0

・

.

φ
測
定
部
位
を
主
に
し
た
場
合
。

A
部
位
の

μ
A
量
の
多
い
時
に
最
も
多
く
現
は
れ
た
症
状
は
微
熱
と
舷
ま
で
あ
る
。

-
B
部
位
の

μ
A
量
の
多
い
略
に
最
も
・
多
f
y
現
は
れ
た
症
状
は
下
痢
で
あ
る
。
乙
の
犠
し
-

K
六
部
定
住
の
・
通
過
電
流
置
と
症
状
と
と
が
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
な
ら
ば
診
断
，

的
に
刻
用
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

第
二
.
実
験
に
就
い
て
。

•• 

男
女
と
も
に
、
通
電
々
流
量
は

A
、
D
‘
B
、
E
、

c、
F
、
の
摘
に
多
く
な
っ
て

い
る
o
男
性
で
は

A
が
ω
μ
A
で
あ
り
F
が
凶

μ
A
、
女
性
で
は
A
は
ω
μ
A
.
F

はい
0
0
ミ
A
で
男
性
よ
り
そ
の
開
き
が
大
き
い
結
果
が
出
て
い
る
。
左
右
で
比
較
す
る
・

と
、
男
女
と
も
左
の
方
が
通
電
抵
抗
は
高
い
と
調
う
こ
と
に
な
る
。
乙
の
ζ

と
は
手

足
で
比
較
し
て
も
足
よ
り
手
の
方
が
通
電
抵
抗
が
低
く
‘
手
の
う
ち
、
持
指
、
示
指

に
関
同
深
い
。
国

r.
図
。
が
最
も
通
電
抵
抗
が
低
い
と
調
う
様
な
乙
と
を
考
え
あ
わ

せ
る
と
、
右
き
き
の
人
が
多
い
の
で
、
右
手
の
通
電
抵
抗
が
左
に
・
比
較
し
て
低
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
項
・
結
・
語

古
典
で
は
六
部
定
位
と
よ
ば
れ
る
部
位
で
内
臓
の
虚
実
を
診
る
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
内
臓
の
と
脈
診
部
位
と
は
皮
膚
通
電
量
か
ら
推
せ
ら
れ
る
興
奮
性
の
消
長
を
・

指
標
と
し
て
考
察
す
る
に
無
関
係
と
は
考
え
難
い
。
但
し
斯
・
る
安
当
性
は
数
多
(
仇

事
実
の
帰
納
に
よ
っ
て
愈
々
そ
の
通
用
性
が
高
ま
る
べ
き
も
の
で
、
六
部
定
位
の
通

電
抵
抗
と
症
状
と
の
関
聯
性
が
今
後
も
続
い
て
研
究
さ
れ
.
る
な
ら
ば
、
診
断
に
利
用

出
来
る
可
能
性
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
精
密
に
は
代
表
良
導
点
の
通
電
抵
抗
と
症
状
J

と
の
関
係
を
更
に
具
体
的
に
し
ら
べ
る
必
要
が
あ
る
。

六
部
定
位
に
於
け
る
通
電
抵
抗
平
均
値
で
は
末
梢
程
通
電
抵
抗
が
高
く
、
左
右
で
は

左
の
方
が
通
電
抵
抗
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。

第
十
二
章

左
右
良
導
.
絡
の
相
関
関
係

第

一

項

緒

言

代
表
良
導
点
で
通
電
電
流
量
を
測
定
す
る
と
、
各
々
異
る

μ
A
盤
を
示
す
の
が
常
で

あ
る
。
制
粂
の
良
導
絡
で
最
も
密
接
な
る
関
係
あ
り
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
同
名
。

左
右
良
導
絡
聞
の
関
係
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
節
が
あ
る
。
随
っ
て
左
右
良
導
絡
聞

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
し
ら
べ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
様
に
し
て
次
々
と
各
々
良
導
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絡
聞
の
相
関
関
係
を
し
ら
べ
て
行
く
な
ら
ば
全
良
導
絡
聞
に
存
在
す
る
相
関
関
係
を

知
る
と
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
と
の
様
な
相
関
関
係
を
求
め
る
に
は
左
右
の
ど

ち
ら
キ
に
刺
激
を
与
え
て
ブ
そ
の
相
関
を
想
は
れ
る
他
側
に
於
け
る
反
騒
を
み
る
方

法
が
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
刺
激
の
強
さ
内
方
法
及
び
之
を
受
け
る
・
生

体

D
生
活
条
件
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
反
隠
が
異
る
で
あ
ろ
う
と
と
は
笹
川
の
刺
激
対

刺
激
効
果
に
関
す
る
三
原
則
。
教
ヘ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
斯
か
る
刺
激
生
理
学
的

の
検
査
C
は
特
に
厳
格
に
之
等
の
条
件
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
刺
激
は
皮
内

銭
ハ
太
さ
-
審
鎖
、
長
さ
ケ
旬
。
ョ
を
皮
内
に
皮
膚
表
面
と
平
行
に
刺
入
し
置
鎖
す
る
)

及
び
半
・
米
粧
犬
一
三
壮
施
灸
、
弘
桟
射
針

Z
E
刺
入
、
ブ
ス
ト
レ
メ
ヂ
ン
(
日
本
臓
器

製
剤
)
。
・

Mg皮
内
注
射
を
行
ひ
、
刺
激
を
受
け
る
生
体
の
条
件
と
し
て
は
、
左
右

良
導
絡
の
代
表
良
導
点
。

μ
A
盤
。
多
い
側
と
少
い
側
と
を
厳
に
区
別
し
て
取
扱
っ

た
。
通
電

μ
A
量
の
多
い
側
を
興
替
の
強
い
側
、
そ
れ
の
少
い
側
を
興
奮
の
弱
い
側

と
名
づ
け
る
白
以
上
の
様
に
類
別
し
て
刺
激
を
与
え
た
場
合
、
そ
の
反
隠
は
次
C
M

通
り
の
塑
に
分
類
さ
れ
る
。
左
右
ど
ち
ら
も
興
奮
性
が
高
ま
り
ハ

μ
A
量
が
増
加
)

刺
激
側
の
方
が
興
奮
性
D
高
ま
っ
た
場
合
、

A
型
と
名
づ
け
た
0
.
以
下
同
じ
。

寸
斗
l
i
l
l
1
J
I
l
l
1
1
1寸
l
l」
興
需
性
の
高
い
側
に
刺
激
を
与
え
て

一

'

一

一

止

は

・

一

z

J

一
L
型
で
あ
れ
ば
完
全
な
シ
ー
ソ
ー
現

一

-

.

，

一

由

。

-e
仇
札
一

一

一

白

川

一

献

跡

、

一

--w
わ
一
倍
象
で
あ
り
し
、

B
型、

D
型、

F
型、

一
一
念

e

一

仰

向

一

門

川

一

一

一

州

制

・

一

仰

向

一

門

川

一

心

H
型
で
は
不
完
全
シ

1
ナ

l
現
象
で

伊

一

堂

一

川

叫

ー

一

N

M

一
'
川
川
一
，

一ト一

w
F
i
-
-
・
例
川
一
川
ア
-u

一
台
い
い
い
あ
る
o
A
型、

G
型、

I
型
で
は
反

表一
L
M
一

説

広

υ
一

m
m
U
山一

u
r
u
z
シ
l
y
{
現
象
で
あ
る
ロ
シ
ー
ソ
ー

白
一
色
い
な
三
一
品
川
コ
m
一
村
ぽ
.
一
い
型
と
は
自
律
紳
絡
の
焚
感
紳
経
と
副

第
一
料
一
広
明
い
お
一
ね
口
出
一

M
M
m
一同

一
削
一
町
村
一
…
m
m
J山
一
何
山
川
m
m
巾
一
州
酬
刊
一
μ
・
交
感
神
経
そ
の
両
者
が
そ
の
神
経
緊

一
恥
一

4
J
u
n
札

M
m
一
M

i

u

抑

制

m
一
同
ベ

J'
一t

一討一ル
t

?

んいと-一…

γ
i
t…
と
一
一
小
刊
は
一
日
張
を
シ
ー
ツ

I
C
様
に
持
抗
的
に
示

一五一財

p
k
u一m
H

い
じ
り
事

l
一
叫
す
現
象
を
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

一

友

一

り

志

方

寸

K
型
で
は
完
全
な
シ
ー
ソ
ー
現
象
で

あ
り
、

A
型、

c型ハ
G
型、

E
型
は
不
完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
そ
し
て
B
型、

D

型
、
・
F
型、

H
型
で
は
反
シ
ー
ソ
ー
現
象
で
あ
る
。

以
上
の
様
な
型
が
考
え
ら
れ
る
外
に
、
刺
激
の
種
類
に
あ
ま
り
関
係
せ
ず
.
受
け
る

/ 

条
件
に
よ
っ
て
一
定
。
法
則
性
の
あ
る
と
と
が
わ
か
っ
た
。
と
れ
は
自
然
調
務
作
用

即
ち
生
機
@
調
整
機
転
を
.
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

赤
羽
闘
は
手
足
指
祉
の
末
端
で
知
熱
感
度
を
測
定
し
‘
左
右
を
調
整
せ
し
め
る
と
、

そ
の
患
者
の
症
状
が
消
失
、
或
は
軽
減
す
ダ
乙
'
r
が
多
い
と
述
べ

τ
い
る
。
知
熱
感

度
と
は
線
香
に
火
を
ハ
ペ
け
.
井
穴
を
た
L
き
痛
い
綾
な
熱
い
感
じ
が
し
た
と
き
合
図

を
さ
せ
、
そ
の
回
数
で
感
度
を
現
は
し

τ
い
る
も
の
で
あ
る
。

第

ご

項

実

験

川

実

験

資

料

、

‘
皮
内
銭
刺
激
実
験
、
患
者
日
名

灸
刺
激
突
験
、
患
者
U
名

%
注
射
針
刺
激
実
験
、
・

4
名

・

ア
ス
ト
.
レ
メ
ヂ
ン
刺
激
突
験
2
名

ω
実
験
装
置

良
導
点
電
流
量
測
定
装
置
'

ω
実
験
方
法

a

.

-

.

患
者
の
代
表
良
導
点
却
ケ
所
で
通
電
抵
抗
を
測
定
し
、
皮
内
銭
、
灸
、
弘
注
射
針
、

ア
ス
ト
レ
メ
ヂ
ン
刺
激
を
与
え
、
加
分
後
、
再
度
.
同
一
部
位
、
(
代
表
良
導
点
別
ケ

所
で
通
電
抵
抗
を
測
定
し
た
。
〆

川
問
実
験
成
績
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第 70表
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£
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V
キ

一

川
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れ

利
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いい
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i
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ι
w
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L
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叫
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第 72表

①
デ

1
.タ
l
例
ー
は
皮
内
鍛
刺
激
で
あ
り
、
出
回
良
導
絡
の
興
奮
性
は
、
左
国
主
で

は
お

μ
A
、
右
出
も
は
は
ω
μ
A
で
あ
る
。
と
の
場
合
、

μ
A
置
の
少
い
左
の
良
導
絡

上
に
皮
内
銭
刺
激
，
を
与
え
た
ロ
皮
内
録
。
実
験
で
は
唯
左
と
右
D
良
導
絡
と
調
う
だ

け
で
位
置
を
明
示
し
て
い
な
い
。
大
穏
の
刺
激
部
位
は
、
手
で
は
肘
関
節
と
腕
関
節

D
中
央
で
あ
り
、
足
で
は
膝
葉
関
節
と
足
関
節
の
中
央
の
良
導
絡
上
で
あ
る

o
m分

後
に
は
.
左
出
も
は
臼

μ
A
と
な
り
、
右
出
三
は

ω
μ
A
と
な
っ
た
。
と
の
様
な
場
合

左
目
も
は
符

μ
A
が
臼

μ
A
と
な
り
似

μ
A
減
少
、
右
回
も
は
お

μ
A
が
ω
μ
A
と

な
り
お

μ
A
減
少
し
て
い
る
o
'
C
れ
は
一
.
ど
ち
ら
も
抑
制
、
反
対
側
の
方
が
張
く
抑

制
さ
れ
た
。
」
で
あ
っ
て

G
型
で
あ
る
。
皮
内
鍛
の
刺
激
側
が
左
右
関
係
で
は
右
側

よ
り
興
奮
性
が
低
い
か

ι、
不
完
全
な
が
ら
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
し
た
わ
け
で
あ
る

興
鷲
性
の
低
い
側
に
刺
激
を
与
え
て

K
、
A
、

c、
G
、
I
型
を
示
せ
ば
シ
ー
ソ
ー

現
象
を
呈
し
た
と
調
う
と
と
に
な
る
。
左
右
良
導
絡
む
関
係
の
成
績
表
の
興
奮
性
D

低
い
側
を
A
が
る
と
K
、
A
、
C
、
G
‘

E
型
が
多
い
。
こ
れ
は
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈

す
る
と
と
が
多
い
と
調
う
と
と
で
ゐ
る
0

・
興
奮
性
の
高
い
側
で
は
L
、
B
、
D
、
F

H
m一
は
シ

l
dノ
1
現
象
を
呈
す
る
乙
と
に
な
る
。
成
績
表
の
興
奮
性
の
商
い
側
を
み

る
と

L
、
B
、

D
、
F
.
H
型
が
多
い
。
と
れ
は
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
す
る
ζ

と
が

多
い
と
謂
う
と
と
で
あ
る
。
次
の
図
の
上
、
問
、
下
、
と
謂
う
の
は
、
皮
内
銭
で
は

①
②
デ
ー
タ
ー
よ
り
求
め
た
も
の
で
、
①
デ
1
F
l
、
例
I

C
同
志
D
左
に
皮
内
銭

刺
激
を
与
え
た
・
場
合
口

μ
A
r
な
っ
た
。
・
そ
れ
で
符

μ
A
D
横
に
下
と
記
入
し
た
。

乙
れ
は
刺
激
同
側
良
導
絡
代
表
良
導
点
。

μ
A量
D
変
化
で
あ
る
。
左
出
国
に
刺
激

を
与
え
て
左
右
良
導
絡

C
右
同
志
郎

μ
A
が
ω
μ
A
に
な
っ
た
。
刺
戟
反
対
側
良
導

絡

D
変
化
。
“

μ
A
の
横
に
下
と
記
入
し
た
。
乙
の
様
に
皮
内
鍛

J
%注
射
針
、
プ

ス
ト
レ
メ
ヂ
ン
、
灸
等
の
変
化
を
み
る
と
、
刺
激
側
も
、
反
対
側
に
於
て
も
大
偲
刊
・
μ

A
を
中
心
と
し
て
、
、

m
w
μ
A
よ
り
上
は
下
降
す
る
場
合
が
多
く
.
刊

μ
A
以
下
C
場

合
は
上
昇
す
る
と
と
が
多
い
と
い
っ
た
相
関
が
窺
は
れ
よ
う
。

第

四

項

結

語

左
右
良
導
絡
の
興
奮
性
の
低
い
側
に
皮
内
鍛
、
灸
弘
注
射
針
、
ア
ス
ト
レ
メ
ヂ
ン
皮

内
注
射
刺
激
を
与
え
る
と
、
そ

C
良
導
絡
の
代
表
良
導
点
の
興
奮
性
が
刊

μ
A
以
上

で
あ
れ
ば
下
降
し
な
が
ら
、
川
柳
a
μ
A
以
下
で
あ
れ
ば
上
昇
し
な
が
ら
、
完
全
或
は
不

完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
前
記
を
程
す
る
事
が
多
い
。
左
右
良
導
絡
の
興
奮
性
の
高
い
側

に
灸
、
弘
注
射
針
刺
激
を
与
え
る
と
、
そ
の
良
導
絡
の
代
表
良
導
点
の
興
奮
性
が

ω

μ
A
以
上
で
あ
れ
ば
下
降
し
な
が
ら
、
・

ω
μ
A
以
下
で
あ
れ
ば
上
昇
し
な
が
ら
、
完

全
或
は
不
完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
程
す
る
事
が
多
い
。
側
之
は
人
体
の
神
経
性
調
整

機
転
が
左
右
の
神
経
興
審
性
を
あ
ま
り
違
は
せ
ぬ
様
に
反
射
機
転
で
シ
・
l
ソ
j

現
象

的
に
行
は
れ
て
居
る
証
左
ピ
と
考
え
度
い
。


